
 

 

 

 

 

 

 

鯖江市教育委員会 

２月定例会議事録 
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１ 会議概要 

○ 日 時  令和５年２月１４日（火）        午後３時００分開会 

                           午後５時２１分閉会 

○ 場 所  鯖江市役所４階第２委員会室 

○ 出席委員 

齋藤 教育長 

笹本 教育長職務代理者       蓑輪 委員 

柴田 委員             春日 委員 

○ 欠席委員 

なし 

○ 出席説明員 

服部 事務部長           無量小路健康福祉部長 

木村 教育審議官          笠島 教育政策課長 

田中生涯学習・スポーツ課長     山口文化の館副館長 

井上文化課長            長崎保育・幼児教育課長 

○ 欠席説明員 

  なし 

○ 書記 

木原 教育政策課参事 

○ 議事日程 

（１）開会の宣告  午後３時００分開会 

（２）会議録署名人の指名  蓑輪 委員  春日 委員 

（３）報告事項 

   報告第１号 臨時代理の報告（令和４年度鯖江市教育委員会２月補正予算） 

について 

（４）議案  

議案第４号 令和４年度鯖江市教育委員会３月補正予算要求の概要について 

                                 可決 

議案第５号 令和５年度鯖江市教育委員会当初予算要求の概要について 可決 

議案第６号 鯖江市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運 

      営に関する基準を定める条例の一部改正について     可決 

議案第７号 鯖江市公民館運営協議会委員の委嘱について       可決 

議案第８号 鯖江市運動・スポーツ推進計画について         可決 

 

（５） 教育長の報告 

（６） その他 

① 「令和５年度鯖江市教育委員会基本方針（素案）について 



 

② ３～４月の行事予定について 

次期開催予定について 

３月定例教育委員会開催予定 

日 時  ３月２２日（水）午後３時 

場 所  鯖江市役所 ４階第２委員会室 

（７） 閉会の宣告  午後５時２１閉会 

 

２ 会議大要 

 

（１）報告事項 

   報告第１号 臨時代理の報告（令和４年度鯖江市教育委員会２月補正予算） 

について 

【説明】 

教育審議官が令和４年度鯖江市教育委員会２月補正予算について説明 

 

（２）議案審議 

議案第４号 令和４年度鯖江市教育委員会３月補正予算要求の概要について 

 

【説明】 

関係課長が令和４年度鯖江市教育委員会３月補正予算要求の概要について説明 

【質疑】 

<委員> 

 いくつか確認だが、教育振興基金に予算計上した理由は何か。また、小中学校の教職員

のパソコン整備事業についてセキュリティは問題ないか。幼稚園の遊戯室の空調整備につ

いて、他園の整備状況はどうか。 

<教育政策課長> 

 教育振興基金の積立の目的は、令和６～７年度辺りでＧＩＧＡスクール構想で使用して

いるパソコン等の更新時期に差し掛かるということもあり、国の補助を活用できるとよい

が未定であることもあり、積立金として備えるものである。 

 無線ＬＡＮのアクセスポイントのセキュリティ対策についても万全を期していきたい。 

<保育・幼児教育課長> 

 他幼稚園の遊戯室について、空調設備の設置状況であるが、神明幼稚園については、熱

中症対策としては、夏休みがあることや、遊戯室だけではなく、他に部屋があり遊ぶこと

が可能となっているため現時点では見合わせている。片上幼稚園については既にエアコン

が設置されている。 

また、北中山幼稚園のトイレについては、子どもが好んでトイレを使用できるような楽

しい工夫を加えたいと考えている。 



 

<委員> 

 基金について確認だが、これは目的積立金だと思っているが、目的に合致すればすぐに

取り崩せるのか。また、無線ＬＡＮのアクセスポイント自体のセキュリティーで情報が洩

れることはないのではないか。 

<教育政策課長> 

 基金の取り崩しの裁量の自由度は確保されていると考えているが、教育委員会に諮って

取り崩していくものである。アクセスポイントについては無線の環境を整えるということ

であり、暗号化の設定や解除はパソコン側でするもので、先ほどの説明では不足していた。 

<委員> 

 市議会に諮らなくても取り崩しが出来るものなのか。 

<教育長> 

 基金は目的を逸脱した使い方は出来ない。予算に組み込んで、事業費の財源に充てるこ

とになると、歳入予算としての計上が必要になるので、議会に諮る必要がある。今回の基

金の積立については、教育委員会に諮った上で３月補正予算に計上し、議会の承認を得た

上で積立される。 

 ＧＩＧＡスクールでタブレット端末をリースで導入した際に、約７億円の費用がかかっ

たと思うが、そのうち２億円は国からの補助で残り５億円を５年間で支払うことになって

いる。今回の予算は、国の補助が未確定であることから基金に積立するものである。 

<委員> 

 今回は予備として積立するということか。 

<教育長> 

 今後、一般財源でタブレット端末をリース契約するのか購入するのか、その時の状況を

みてみないとわからないが、今から備えをしておこうというものである。令和４年度の決

算見込みから財政当局で財政調整基金や減債基金に積立している。今回は、将来に備えて

教育振興基金に積立したということである。 

<委員> 

 当初予算では教育振興基金への積立額が６０万円であったものが今回の補正予算で１億

円を増額している。目的のために必要であれば毎年必要な額を計画的に積立したほうがよ

いのではないか。 

<教育長> 

 一時的な財政負担を避けるため５年間のリース契約で費用を平準化している。今回の教

職員のパソコン購入についても、リース契約と比較した結果、一括購入することとしたが、

市の財政に大きな影響を与える金額であることから、少しでも負担を抑えるために計画的

に積み立てをしていくという考え方はあってよいが、当初の６０万円についてはある程度

の利息を踏まえた予算になっている。本来ならば当初予算に１億円を積立できるとよいが、

当初予算では１億円を積み立てできるだけの見込みがたてられないのが現状である。 

<委員> 



 

 北中山幼稚園のトイレ改修であるが、男子用の小便器が４つ、大便器が４つとなってい

る。園児数が減ってきている中、大人用のトイレを増やしてもよいのではないか。 

<保育・幼児教育課長> 

 現状、男子用の小便器は３つとさせていただく予定である。また更衣室の設置も検討し

ていることから、委員の意見を参考に工夫して工事を予定していきたい。 

<教育長> 

議案第４号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第４号を承認することとする。 

 

議案第５号 令和５年度鯖江市教育委員会当初予算要求の概要について 

【説明】 

関係課長が令和５年度鯖江市教育委員会当初予算要求の概要について説明 

【質疑】 

<委員> 

 使用しなくなったプール施設の管理をしっかりしてほしい。不審火や不審者、動物の出

入りなどがないよう、今後の管理をどうするか明確にして学校に伝えてほしい。 

 また、税収に対して教育費の支出は圧迫していないのか。事業を評価しながら有効にお

金を使ってほしい。電気代も上がっているが教育活動が止まってしまうようではだめなの

で学校への理解もお願いしたい。 

 鯖江の教育は何を中心にしていくのかを教育委員会できちんと持ち合わせて子ども達に

も伝えてほしい。鯖江の子どもを育てる上で重要なことである。 

 鯖江出身の若手の芸術家を取り込みながら鯖江のよさをＰＲしていく。人を呼び込むこ

とを考えていかなければならない。文化というと歴史にいってしまうが、芸術というとこ

ろで書道や絵画などの展示や体験を取り入れて欲しい。 

<事務部長> 

 教育委員会における個々の施設や設備が老朽化しており、今後、長寿命化のための大規

模改修工事を実施していくことになっている。それ以外にも細かい修繕等が必要となって

いる。長寿命化を行うことで、なるべく長持ちさせるよう予防保全し、教育委員会に諮り

ながら進めていきたい。 

 昨年度策定した教育大綱に基づき、毎年施策を見直しながら実施していきたい。 

 鯖江の教育は何を中心として進めていくかということだが、やはり基本は教育大綱に記

載している。テーマとしては「ふるさとさばえに自信と誇りの持てる教育」ということで、

学校教育と社会教育の２本柱で取り組んでいこうということで、教育による持続可能なま

ちづくりを目指していきたいと掲げているので、そういった思いを共有する中で実現に向

けた取り組みをしていきたい。 



 

<教育政策課長> 

 プール施設の跡地利用については、学校側や地域の状況を総合的に判断しながら最適な

ものを目指していきたい。 

<文化課長> 

 若者を取り込んでいくことはなかなか難しいが、現在、鯖江高校にデザイン科が出来た

ので、芸術祭など何か一緒に取り組んでいけたらいいなと思っている。 

 東京で活躍している若手芸術家の方に来ていただいてのワークショップ企画も今後考え

ていきたい。 

<教育長> 

 鯖江出身の書道家である前田鎌利さんが子ども達のプレゼンテーション能力を上げると

いうことで、市内中学校においてもオンラインセミナーを実施している。鯖江中学校でも

独自でプレゼンテーション大会を実施した。県も力を入れていくとのことである。 

 教育予算としては、学校施設も社会教育施設もスポーツ施設も非常に老朽化しているの

で、いざ何かあった時に速やかに対応できるような予算を財政当局にも要望し、理解をい

ただいて計上したところである。そういった予算を活用しながら、教育活動を止めないよ

う、市民の方の学びが止まることがないように環境整備を進めていきたい。 

<委員> 

 学校など教育施設における消防設備の維持管理はどうなっているか。消防署から指摘を

受けていないのか。 

 学校に配置する学習支援員は何名になるのか。鯖江市は昔から他市町と比較しても学校

支援員の配置に予算をつけている。また、看護師の資格を持った支援員は何名になるのか。

学校現場の要望ときちんと調べて配置してほしい。 

 給食費について、物価高の影響が出ているが、支援することも大事ではあるが、ある程

度の保護者負担は必要であると思っている。本当に支援が必要な場合は準要保護で給食費

の支援を受けられると思う。 

<教育政策課長> 

 消防設備に関しては予算要求し対応しているが、突発的な修繕等により予算を執行しな

ければならないこともあり、消防設備の維持管理が十分に出来ていないところも見受けら

れる。そこは反省して、今回の当初予算では消防設備の費用を多く持ち対応していきたい。 

<教育審議官> 

 学習支援員について、令和４年度は４５名を配置しており、来年度は４８名と３名増員

している。学校看護師については継続して配置の予定である。どの学校からも増員の要望

を求められていない中ではあるが、限られた予算の中で３名増員した。 

 給食費については、令和２年度は全額補助、令和３年度と令和４年度は半額相当の２，

５００円を補助した。令和５年度は１，０００円だが補助する予定である。 

<委員> 

 給食費について、これまでの３年間は保護者の負担が軽減されてきた。令和５年度は物



 

価上昇による補助であると思うが、これまでの補助の理由、来年度の補助の理由をきちん

と保護者へ知らせて欲しい。どうしても保護者は金額だけとみてしまうので、２，５００

円から１，０００円に減ったことで不満に感じてしまうこともあると思う。 

 いじめに関する研修費用を計上しているが、先生方がいじめ予防のために研修していた

だくのは大変ありがたいが、子ども同士で何か出来事があっていじめが発生すると思う。

いじめの原因に携帯によるトラブルもあると思うので、授業の中で情報化社会の中で生き

ていくための最低限のルールについて、小中学校と年代を問わず学べるような企画がある

とよい。 

<教育審議官> 

 給食費についての保護者への説明だが、ＰＴＡ総会や給食だより等、工夫して伝えてい

きたい。 

 児童生徒を対象としたいじめの予防事業について、ＳＮＳ上のトラブルを扱った授業に

したいと考えているが現時点では未定である。専門家と相談しながら対応していきたい。 

<教育長> 

 家庭教育としても大事なことであるので、ＰＴＡ、保護者の方とも連携しながら対応し

たい。 

<委員> 

 令和４年度の予算と執行見込額が出ているが、それ以外に各課の集計を記載してほしい。 

例えば、令和４年度当初予算額、執行見込額、令和５年度当初予算額のそれぞれ小計を記

載してほしい。最後に教育委員会全体の令和４年度当初予算額、執行見込額、令和５年度

当初予算額の合計を記載してほしい。そうすれば教育予算が増えているのか減っているの

かがわかりやすい。また、教育予算が市予算に占める割合も提示してほしい。 

 生涯学習・スポーツ課の事業にふれあい会館建設改修費補助金とあるが、この補助金の

基準は何か。 

<教育長> 

 先ほどの教育予算については市の予算全体の約１０％と認識している。 

<生涯学習・スポーツ課長> 

 ふれあい会館建設改修費補助金であるが、これは各町内にある公民館の改修、修繕に対

する補助金である。令和４年度は要望が１町内のみであったが、令和５年度は６町内から

要望をいただいており、そういった関係で補助金額が計上されている。補助率は修繕の場

合、１０分の３となっている。 

<委員> 

 エアコンの改修費用も含まれるのか。 

<生涯学習・スポーツ課長> 

建物に付随している躯体型のエアコンについては対象となる。壁に備え付けるものは対

象とならない。 

<委員> 



 

 各区長は知っているのか。 

<生涯学習・スポーツ課長> 

 周知している。例年８月に各区長から翌年度の要望を取りまとめている。また、区長会

の総会時に資料として事業内容が記載されたガイドブックを配布している。 

<教育長> 

議案第５号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第５号を承認することとする。 

 

議案第６号 鯖江市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する 

  基準を定める条例の一部改正について 

【説明】 

保育・幼児教育課長が鯖江市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部改正について説明 

【質疑】 

なし 

<教育長> 

議案第６号に異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

異議なしと認め、議案第６号を承認することとする。 

 

<教育長> 

議案第７号「鯖江市公民館運営協議会委員の委嘱について」および議案第８号「鯖江市

運動・スポーツ推進計画について」は人事案件となっているので、教育委員会会議規則第

１５条ただし書きの規定により秘密会としたい。異議はないか。 

（異議なしの声） 

<教育長> 

 異議なしと認め、議案第７号および議案第８号は秘密会とする。 

 

（３）教育長の報告 

  ・学校経営状況報告について 

  ・コロナ禍におけるマスクの着用について 

  ・東陽中ＳＤＧsの取組について 

  ・機構改革について 

 



 

（４）その他 

① 令和５年度鯖江市教育委員会基本方針（素案）について 

② ３～４月の行事予定について 

 

 

議事録署名人 蓑輪 進一 

 

 

議事録署名人 春日 香緒里 


